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学校長 宮本 典行
９月 20日に陸上競技、 29日・ 30日に球技・武道の新人体育大会兼県民総合

スポーツ大会秩父郡市予選会（以下、新人戦）が行われました。陸上競技で
は、男子 1500mで大野佑樹さんが第 1位、女子 800mで守屋陽葵さんが第３位、
女子走幅跳で小川恋菜さんが第 1位となり、それぞれ県大会への出場権を獲
得しました。球技・武道では、男女バスケットボール部、男女柔道部が揃っ

栾てアベック優勝を果たし、男子卓球個人ダブルスで齋藤悠さん・ 勇輝さん
ペアが第１位、菊池琉樹さん・畔上留依さんペアが第２位となり、それぞれ
県大会への出場権を獲得しました。その他の競技においても、たくさんの部、
個人が入賞を果たすなど大活躍でした。詳細はホームページをご参照くださ
い。
９月の全校朝会で生徒に対し「終わった後に本当の姿がわかり、その人の

価値が判断される」という話をしました。本校の伝統である「生徒主体」の
体育祭の成功に向け、準備の段階から練習、当日まで、すべての生徒が役割
を分担し、主体的に責任を果たすことにより、４年ぶりに制限なしで観覧い
ただいた多くのご来賓や保護者、地域の皆様に感動を与える体育祭となりま
した。体育祭で学んだこと、経験したことが日々の生活に生かせてこそ、体
育祭への取組が一段と輝きを放ち、価値あるものとなるという話をしました。
2015年に夏の甲子園で全国優勝を果たした神奈川県代表の東海大相模高校

の長倉主将は、学校に戻ってからの優勝報告会で「日本一になった野球部員
として日本一の行動をしていきたいと思います。」と話しました。全国優勝
しても浮かれずにこんなことが言える東海大相模高校の野球部とその主将
は、やはり日本一にふさわしいと感銘を受けたことを今でも鮮明に覚えてい
ます。また、今年の夏の甲子園で惜しくも決勝戦で敗れた宮城県代表の仙台
育英高校の須江監督は試合後、「選手たちはボロボロ泣いていましたが『負
けたときに人間の価値が出るから、どこで負けても全力で拍手を送って欲し
い』と前に話したことを守って、勝利インタビューを受ける相手の監督や選
手に向かって一生懸命拍手をしていました。その姿は自分の誇りです。」と
選手を称えていました。敗れて悔しいときでも、相手への敬意を忘れない仙
台育英高校の選手たちは、野球だけでなく、人としても素晴らしい高校生な
のだと感銘を受けました。さて、体育祭や新人戦が終わった今、生徒のみな
さんは大いに注目されています。体育祭や新人戦に向けて、ひたむきに一生
懸命頑張っていたように、影中生としての自覚と誇りをもって日々の学校生
活を過ごしているでしょうか。単に結果や成績に浮き沈みすることなく、自
分には何ができるのか、何をすべきなのかを自分で考え、判断し、主体的に
行動できる人になってほしいと思います。体育祭や新人戦の時のように、最
後まで諦めず全力を尽くして頑張った姿が、本物であることを信じています。

学校教育目標 学び 磨き 鍛え 未来社会を形成する生徒

【変化の激しい社会をたくましく生き抜くために、知・徳・体の調和のとれた生徒の育成】

(知 )自ら学ぶ生徒 (徳 )心を磨く生徒 (体 )心身を鍛える生徒
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１０月の予定

９ 月 ２ ０ 日 （ 水 ） に 、 新 人 兼 県 民 総 合
スポーツ大会秩父郡市予選会（陸上競技
の部）が開催されました。体育祭終了後
間もなく、また残暑が厳しい中でしたが
予定通り全競技を実施することができま
した。影森中学校の１・２年生の選手た
ちは、大健闘し多くの生徒が上位入賞を
果たしました。そして、３名の生徒が県
大会出場権を獲得することができました。

出場生徒 結果
男子
２年１００ｍ 矢野光希 予選惜敗
１５００ｍ 大野佑樹 １位 県大会出場

山本康士朗 ５位
１１０ｍ H 船崎晃輪 ２位

女子
１年１００ｍ 坂本舞優菜 ７位
２年１００ｍ 山中亜珠 予選惜敗
２００ｍ 小泉愛瑠 予選惜敗

安田莉媛 予選惜敗
８００ｍ 守屋陽葵 ３位 県大会出場
１００ｍ H 行本心結 ４位
走高跳 小川恋菜 １位 県大会出場
走幅跳 庄司絢星 ７位
４００ｍ R 坂本・庄司・山中・行本 ７位

※個人情報保護のため、写真を削除してい
ます。

第１回教育活動に関する保護者アンケート（第１回学校評価）の中で、
学校に置いてもよい教科書等についてのご要望がありました。再度、学校
で持ち帰る必要性等について検討を行いました。詳細については、担任を
通じて、生徒に伝えたところです。ご家庭においてもご理解とご協力をお
願いします。

生徒の安全確保のため、授業時間中は、正門を閉めてい
ます。生徒の送迎等、ご用のある方は恐れ入りますが、
門扉を開けてお入りくださいますようお願いします。
ご理解とご協力をお願いします。


